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関調協会報　　　　　　　　　　　　関西総合調査業協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市北区西天満1-10-16

tel06-6313-4567　fax06-6313-4566

第４回　通常総会の概要

　第４回通常総会が平成１９年６月２２日午後４時からホテル京阪天満橋にて下記要領にて開催された。
（式次第）

１．開会の辞

２．会長挨拶

３．議長選出

４．議事録署名人選出

５．議案審議

第１号議案　　平成１８年度事業報告の承認について

第２号議案　　平成１８年度収支決算の承認について　

第３号議案　　平成１９年度事業計画（案）について

第４号議案　　平成１９年度収支予算（案）について　

第５号議案　　会則の変更について

第６号議案　　役員改選について

第７号議案　　その他

６．閉会の辞

　予定通り午後４時、伊藤事務局長の司会で、第４回通常総会が開催された。
　式次第に基づき先ず最初に松谷会長の挨拶があり、続いて、相談役の井上慎也氏が議長に選出され、審議に入った。

（審議事項）

第１号議案　平成１８年度事業報告の承認について

　平成１８年度事業報告書（自　平成１８年４月　１日　至　平成１９年３月３１日）
　総務関係

　　　第１　会　員

　　　　平成１８年度中の入退会

　　　　期首正会員数　　本年度入会　　本年度退会　　　期末正会員　　　備考

　　　　　　３０　　　　　　０　　　　　　４　　　　　　　２６　　　賛助会員　１　　　　　　　　

　　　

　　　第２　役　員（平成１９年３月３１日現在）

　　　（３役以外は５０音順）

　　　　役　職　　　　氏　　名　　　　　所属並びに役職等　　

　　　　会　長　　　松谷　廣信　　　　㈱企業サービス　代表取締役

　　　　副会長　　　東田　俊康　　　　㈱ピ・アイ・オ　代表取締役

　　　　専務理事　　竜田　充子　　　　㈱初恋の人探します社　代表取締役

　　　　常務理事　　大久保　勲　　　　㈱ジンダイ大阪本社　代表取締役

　　　　理　事
　　大西　哲夫　　　　㈱東経総合興信所神戸本社　代表取締役

理　事　　　木戸口　正　　　　㈱ニッタン　代表取締役

　　　　理　事　　　瀬戸　ヨシエ　　　相沢京子調査室　代表

　　　　理　事　　　樋渡　晃　　　　　㈱トクチョー大阪支社　支社長

　　　　理　事　　　山田　幹郎　　　　㈱アイアイサービス大阪

　　　　理　事　　　脇山　良之　　　　㈱アイアイサービス統括本部　会長

　　　　監　事　　　井上　　清　　　　㈲大阪私立探偵社　代表取締役

　　　　相談役　　　井上　慎哉

　　　第３　事務局

　　　　　　　大阪市北区西天満１－１０－１６KSビル６F

　　　　　　　関西総合調査業協会

　　　　　　　　℡　（０６）６３１３－４５６７　FAX（０６）６３１３－４５６６

　　　第４　会議の開催

　　　　１　第３回通常総会を次の通り開催した。

　　　　　　開催日時　　平成１８年６月２３日午後４時～５時まで

　　　　　　開催場所　　大阪市中央区谷町１－２－１０ホテル京阪天満橋

　　　　　　正会員数　　３０名、　出席会員数　２５名（委任状含）

　　　　　　議　　長　　脇山　良之　

　　　　　　議事録署名人　谷口　卓爾　　平　和敏

　　　　　　提出議案及びその結果

　　　　第１号議案　平成１７年度事業報告の承認について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　第２号議案　平成１７年度収支決算の承認について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　　　　第３号議案　平成１８年度事業計画（案）について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　　　　第４号議案　平成１８年度収支予算（案）について

　　　　　　　　　　　　　　報告の通り異議無く承認された

　　　　　　　第６号議案　その他

　　　　　　　　　　　　　　特に議案提出なし

　

　　　　　　総会終了後引き続いて同ホテルにて懇親パーテイーが開催された。

　　　　　
　

　　２．理事会

　回数　　開催日時　　　開催場所　　　　　　　　　審議事項

　３２　　Ｈ１８年　　　関調協事務所　１号議案　平成17年度の収支決算について

　　　　　４月１２日　　　　　　　　　２号議案　平成18年度の事業計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３号議案　業界情勢について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　３３　　Ｈ１８年　　　関調協事務所　１号議案　平成1７年度の収支決算について

　　　　　５月１０日　　　　　　　　　２号議案　平成1８年度の事業計画について

３号議案　総会準備について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３４　　H１８年　　　関調協事務所　１号議案　通常総会の議事進行について

　　　　　６月２３日　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　３５　　Ｈ１８年　　　関調協事務所　１号議案　探偵業法について

　　　　　７月　６日　　　　　　　　　２号議案　業界情勢について

　３６　　Ｈ１８年　　　関調協事務所　１号議案　戸籍法一部改正の中間試案に対す

　　　　　８月２３日　　　　　　　　　　　　　　る意見書提出について

　３７　　Ｈ１８年　　　関調協事務所　１号議案　業界情勢について

９月１３日　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　３８　　Ｈ１８年　　　関調協事務所　１号議案　研修会について

　　　　１０月２０日　　　　　　　　　２号議案　業界情勢について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　３９　　H１８年　　　関調協事務所　１号議案　戸籍法の一部改正について

　　　　１１月１５日　　　　　　　　　２号議案　協会運営について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４０　　H１８年　　　関調協事務所　１号議案　探偵業法と契約書について

　　１２月１３日　　　　　　　　　２号議案　戸籍法の一部改正について

　
４１　　H１９年　　　関調協事務所　１号議案　戸籍住民票問題について

　　　　　１月１７日　　　　　　　　　２号議案　探偵業法の施行規則について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４２　　H１９年　　　関調協事務所　１号議案　戸籍法一部改正への具体的取組みに

　　　　　２月１４日　　　　　　　　　　　　　　ついて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２号議案　研修会開催について

　４３　　Ｈ１９年　　　ホテル京阪　　１号議案　本日の研修会について

　　　　　３月１４日　　　　天満橋　　２号議案　戸籍法改正の情勢について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３号議案　統一契約書について
第２章　事業関係

1 調査業界の健全化の推進については

関係官庁及び団体との密接な連携を図り健全化の方策に努めた。

2 業務の適正化及び公正な苦情処理の研究と対応については

　　業務の適正化及び公正な苦情処理の研究と対応に努めると共に、消費者センターと連携し、具体的苦情に逐一対応し適正な処置に努めた。

3 会員の意識啓発と教育研修の実施については

常時会員の意識啓発に努めると同時に、平成１９年３月１４日に教育研修会を実施した。

4 広報活動の推進については

（１）関西総合調査業協会会報を７、１０、１月と３回発行した。

　　（２）監督官庁及び関係団体との連携を密にし、協会の事業における理解と協力に努めた。

5 組織拡大の推進については

組織拡大に鋭意努めたが業況の悪化もあり、加入は無く、退会者４名で実質４名の減員となった。

6 「探偵業の業務の適正化に関する法律」の調査研究については　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　業法の法案提出者、葉梨議員の研修会に参加し、また、業法の教育研修会を実施するなど調査研究につとめた。

7 コンプライアンスの推進と調査研究については

個人情報保護法及びその他関係法の研究と対応に努めた。又、戸籍住民票の公開制限についての研究と対応に努めた。

8 特定非営利活動法人全国調査業協会連合会に団体加盟し、全面的に支援した。

9 「大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例」の遵守に努め、倫理意識と人権の高揚に努めた。
第2号議案　　平成18年度収支決算の承認について

　　竜田専務理事より平成１８年度収支決算の報告が詳細になされた後、井上監事より監査報告があった。
　　議長は、それを受け平成１８年度収支決算について、議場に質疑の有無を確認した後採決に入り、賛成多数でこれを可決承認した。

第３号議案　　平成１９年度事業計画（案）について

　　自　平成１９年４月１日　　至　平成２０年３月３１日

　第１　基本方針

1 「探偵業の業務の適正化に関する法律」の遵守と周知の徹底を図ると共に、コンプライアンスの推進と調査研究に努める。

2 調査業界の健全化の推進

関係官庁及び団体との密接な連携を図り健全化の方策に努める

業界団体再編への取り組みに努める

3 業務の適正化及び公正な苦情処理の研究と対応に努める

4 会員の意識啓発と教育研修の実施に努める

5 広報活動の推進

（１）機関紙の発行

　　（２）監督官庁及び関係団体との連携を密にし、協会の事業における理解と協力を求める

6 組織拡大の推進に努める

7 特定非営利活動法人全国調査業協会連合会に団体加盟すると共に全国調査業協同組合との連携を密にして活動する。

8 大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例の遵守に努め、倫理意識と人権の高揚に努める

第４号議案　平成１９年度予算案について
　竜田理事より平成１９年度収支予算案の報告が詳細になされた後、議長は議場に質疑応答を求めたが特に発言が無かった為、議場に賛否を諮り、賛成多数で可決承認した。
第５号議案　会則の変更について

　　　　　現会則　　第１２条　本協会に次の役員を置く。

　　　　　　　　　　　理事　10人以上15人以内

　　　　　　　　　　　監事　2人以内

　　　　　　　　　２　理事のうち、１人を会長、２人を副会長、１人を専務理事とする。また、必要に応じて常務理事を置くことができる。

変更案　　第12条　本協会に次の役員を置く。

　　　　　　　　　　　理事　５人以上1０人以内

　　　　　　　　　　　監事　2人以内

２　理事のうち、１人を会長、１人を副会長、１人を専務理事とする。また、必要に応じて常務理事を置くことができる。

現会則　　第４６条　この会則は、総会において正会員が有する表決権総数の4分の３以上の同意を得なければ変更することができない。

変更案　　第４６条　この会則は、総会において正会員が有する表決権総数の３分の２以上の同意を得なければ変更することができない。

　　　　　以上の会則変更案が示され、議長は議場に質疑応答を求めたが特に発言が無かった為、議場に挙手による賛否を諮ったところ、全員の賛成挙手があり、原案通り可決承認された。
第6号議案　役員改選について

　　　　理事・役員の全員が任期満了に伴い、後任の役員を選出がおこなわれ、新たに理事、監事が選出され、新理事の互選により三役も決定した。

（理　事）　

会　長　　　松谷　廣信 　㈱企業サービス　代表取締役　　　

副会長　　東田　俊康　　㈱ピ・アイ・オ　代表取締役

　　　　専務理事　伊藤　寿彦　　㈱アイアイサービス　代表取締役

　　　理　事　　木戸口　正　　㈱ニッタン　代表取締役
同　　　大久保　勲　　㈱ジンダイ　代表取締役  

同　　　瀬戸ヨシヱ　　相沢京子調査室　代表
同　　　竜田　充子　 ㈱初恋の人探します社　代表取締役
監　事　　井上　清　　　㈲大阪私立探偵社　代表取締役
　
　　　　以上をもって総ての議案の審議が終了したので16時55分議長は閉会を宣言した。

　　　その後、同ホテルＢ１にて懇親会が盛会に行われた。
第４７回理事会　（平成19年7月13日）
　（会長報告）
先の通常総会で報告の通り会員数は減少しており、会員増強の問題を重点に検討頂きたいと述べ、議案審議に入った。

第１号議案　専門委員会の編成について

　通常総会の理事選出を受けて専門委員会の構成が検討された。しかし、本日の理事会出席者が中心に動くとして、全ての委員会を兼務しなければならず、結局、専門委員会は理事全員が兼務することで合意した。

第２号議案　会員増強について

　現在の会員数２５名と成っており会員数の増強が急務である旨が報告され、具体的な増強策の論議が活発に行われた。
第３号議案　理事提議事項について　

厚生労働省、大阪府労働部などで定式化されている『採用調査は悪』という指導方針を

覆す必要がある。どのような方向で運動するかはともかく、機会あるごとに採用調査の正当性を主張していく必要があるとの意見に理事会は同意。

第４８回理事会　（平成19年9月1４日）
第１号議案　会員選考

　入会申込があり、理事会承認を得た。
第２号議案　会員増強について

　　７月理事会に引き続き会員増強策が検討された。

今までは可也厳しい選考をしてきたが業法の絡みもありもう少し門戸を広げては・・などの意見が活発になされた。

企業規模の大小に関わらず、真面目な業者をより多く集める事で意見は一致。

第３号議案　会員証について　

業法及び広告の関係で協会会員証を発効して欲しいとの要望を受け、会員証を新たに作ることを決定。
第４号議案　業界情勢と今後の活動方針について
　　業法施行に伴い、大阪府・京都府・兵庫県の公安委員会の届出業者数が報告された。

　　これを受け、もう少し届出の中味を分析し、業界の実態把握に努めると同時に加入の呼びかけと団体のあり方について活発な意見が交わされた。
事務局便り
・　朝夕は大分凌ぎよくなって参りましたが日中の残暑は厳しく、寒暖の差に戸惑いを覚えます。季節の変わり目には十分にお気を付け下さいませ。

・　協会設立当初より、監事及び理事としてご活躍頂いておりました㈱トクチョー大阪支社長の樋渡晃氏が８月１７日にご逝去致しました。５０半ばで、これから協会の重責を担って頂こうと期待していただけに残念でなりません。心よりご冥福をお祈り致します。
・　新入会員の紹介
　　事業所名　ビクトリー調査室
　　代表者　　三浦　寿士

　　所在地　　京都市下京区高辻通室町西入繁昌町２９５－１　京都１号館４０５号

　　電話　　　075-352-5959

・　只今、会員増強月間です、１人でも多くの会員をご推薦下さいませ。

・　探偵業法施行に伴う届出業者数（Ｈ１９年８月末）
　　大阪府　３７１社　　 兵庫県　１１８社　　 京都府　６３社

・詐欺師と個人情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　松谷　廣信
 調査業に従事していると、必ず出会うのが詐欺師である。それも一度や二度ではない・・。中でも多いのが結婚詐欺と取込詐欺。しかも、結婚詐欺に関しては、騙されていたのか振られたのか、その境目が良く判らない。別れた後冷静になってよくよく考えてみて、「どうも騙されていたのでは・・」なんて思うケースは、殆ど間違いなく騙されている。かと云って相手が詐欺師とは限らない。騙し＝詐欺ではない。

　詐欺とは、「最初から騙そうとして騙し、財物的利益を得ること」をいう。人間はある意味非常に厄介で難解な動物であり、最初は騙すつもりなど無かったのに結果騙していたなどと云う事はよくある。夫婦の間では、愛するが故に騙すという事もあるらしい（知人曰く）。しかし、こうしたケースは詐欺とは云わない。

　ところが、調査で出会う詐欺師はそんな甘いものではない。1・2年かけてジックリと舞台作りをし、綿密な計画のもとに実行に移す。しかも、「あの人がまさか・・・」と思われる程に信頼関係を築いてからやるから性質が悪い。大半の場合、当人は気が付かない。周辺者のアドバイスで、念の為にと調査をしてみたら、結果とんでもない詐欺師であった等というのが大半である。 

　それも、その行為そのものが詐欺と証明する事は調査会社の調査では難しい。詐欺を立証するには、公権力を持って徹底した調査・捜査をしない限り中々立証できるものではない。ところが、調査によって相手（被調査人）が詐欺師であるか否かは意外に判る。何故なら、詐欺師の特徴は、その場その場の言動は非常に誠実で、身近な出来事は正直に話し、「そこまで自分のことをさらけ出すか・・」と相手が恐縮するくらいに、正直にしかも律儀に対応する。ところが自分の経歴や親兄弟などに関わる事項は正直には話さない（話したくても話せない）。そこで、経歴や身許を華麗につくるか、某人物への成済ましを行う。
従って、調査会社の調査はそこに視点を置く。結果、身許に関する事項（氏名、年齢、住所、家族、学歴、職歴、親戚縁者など・・）に嘘が多くあると、大方は詐欺と判断して間違い無い。これは、取込詐欺などでも同様で、会社経歴や代表者の個人経歴などを詳細に調べる事によって判明する。

　ところが、最近の人権やプライバシー偏重の流れから、この手の調査が非常に難しくなっている。世の中怖いものなしでプライバシーや人権が大手を振っているが、真に護るべき人権は何なのかをもっともっと真剣に論議しなければ、人権やプライバシー保護が大きな人権やプライバシー侵害のもとに成りかねない。少なくとも最近の人権やプライバシーの流れからすると、社会生活上最も大切と思われる、人と人のつながりや信頼関係は築き難く、結果的に「正直者がバカをみる」などと云う事になりかねない。個人情報保護法、住民基本台帳法、戸籍法の一部改正、探偵業法など新法施行がある意味その流れに拍車をかける結果となり、一部では、「個人を調べることは許されない」と解す人さえ出てくるに至っている。「触らぬ神に祟りなし」的な考え方なのか、「自分さえ良ければ」的な思いからなのか、「猜疑心」故なのか分らないが、人に関する取材は非常に難しく、特に居住地周辺での聞き込みはままならない。その上、住民票も戸籍も簡単には取れない。役所は氏名・年齢・住所・親子関係の確認に応じない、学校は学歴確認に応じない、会社は職歴確認に応じない、近隣者は取材に応じない。商取引での企業信用調査、商品調査、市場調査、購買力調査などを問題視する人は先ずいない。今流行の政治家と金の問題などを調べる事にクレームをつける人も先ずいない。何か事があると、「よく調べてから・・、再度調査して」と云うのが常套句である。企業は人なり、家庭も人なり、結婚も人なり、企業も社会も根本は人である。ところが、この最も大切な人に関する与信調査は何かと問題視される。人権やプライバシーの名のもとに、その調査を否定しようとする流れがある。その根底にあるのは「プライバシーの自己コントロール権」とか「部落差別問題」など人権に関わる大切な問題である。その事は十分に理解できるが、否定されるべきは、差別調査やプライバシイー・人権の侵害であって、人に関する調査ではないはずである。ところが、運動団体は勿論行政も一緒になって、「つながる恐れがある」との理由で、最も大切な人に関する調査を問題視している。私の持論であり機会ある毎に主張していることであるが「何々につながる恐れがあるからダメ」という理論が成り立つとすれば、それは恐怖政治の到来を間違いないものとするであろう。包丁が殺人に使われたかと言って、包丁の使用を禁止するに等しい行為がまかり通る、今の人権や個人情報保護の流れには疑問を呈さずにはいられない。
・満足大黒天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　東田　俊康

宗教というものを考えると面白いもので、凝り固まって信仰する人もあれば、無関心無宗教の人もいて千差万別であるが、ある時、大阪下寺町のお寺街を歩いていて「死刑囚の絵画展」という看板に惹かれて入ってみた。

死刑を執行されるような人だから殺人などの凶悪犯罪者であろう。そんな人がどんな絵を描いているのか非常に興味をそそられた。

展示会場に入って驚いたのは、どの絵も観音さんや優しい姿の仏様の絵ばかりで、不動明王のような憤怒の姿の仏様は描かれていないことに不思議なものを感じた。

罪を犯し、人を殺めた反省の心なのか？

死刑を目前にして、仏様に助けを求めているのか？

その心は分らないが、今までは仏や神を敬うこともなく、自己中心的な生き方をしてきた人たちであろうに？

おそらく信仰心を持ち合わせていないその人達が、今、神や仏にすがろうとしている。その作品のそれぞれが「悪いことをしてしまった、死ぬのは恐い、死ぬのは嫌だ、助けてくれ。」と、必死に悟りの境地に入ろうとする真剣な姿がこまめに描かれている。

余り人には話さないが、私は幼少の頃お寺に預けられたことがあり、人一倍信仰心が強い方である。

母親の実家は浄土宗（智恩院派）で奈良県天理市の「善福寺」という寺が菩提寺である。そのお寺の先代住職は非常に丁寧にお参りしてくれるのは良いのだが、お経の長いのには少々辟易とする。浄土三部経をほとんど１日がかりで朝の１０時頃から昼食の休憩を入れて午後４時ごろまで、分厚い経本３冊を読経する。その心地よい木魚のリズムに合わせての念仏を聞いていると心が落ち着きすぎて、ついついウトウトとしてしまう。

私の父親は不運にも、太平洋戦争の終戦３日前に戦死した。父方の実家は日蓮宗（身延山）であり、父親は非常に信仰心豊かな人であったと伝えられている。毎日お経を欠かさず唱え、休日を利用しては「能勢の妙見さん」へのお参りを繰り返していたという。

不運にも戦争で夫をなくした私の母は、私が物心ついた頃からよく「神も仏もあるものか・・」「あんなに信仰心豊かで毎日勤行を欠かさなかった夫が戦争で死ぬなんて・・・」と愚痴を聞かされた。

そう言っている割には、月命日にはお上人さんに欠かさず来て貰い、墓参りにもよく連れて行かれた。「わたしは仏さんや神さんなんか絶対に信じない」という言葉とは裏腹に、「子供たちが無事育ってくれますように・・」と必死で神や仏に縋っていた様に思えてならない。

母は歪な形での信仰心であったが、その本心は人一倍強い独特の信仰心を持っていた。当家のお寺である日蓮宗「感徳寺」から私に末席ではあるが総代を頼まれると、母は「総代を頼まれるということは名誉なこと、喜んで引き受けなさい。」と涙ぐんでいた。その母も３年前の８月に安らかに黄泉の国へ旅立って行った。
感徳寺というお寺は、霊験あらたかな白石行者がその信者を集めて創められたという歴史を持つお寺で、現在３代目の行遵上人が守護されている。今年の４月には先代行勝上人のゆかりの「満足（おもたる）大黒天」を京都府綴喜郡に感徳寺別館として建立。毎月１５日には、信者の皆様がたくさん集まって加持祈祷を受けておられる。

　私も福徳円満、財富の神、そして事業繁栄の御利益の他に、開運大黒天としてよきご縁とよき霊験を頂きたいと参拝している。

現在の調査業界は、業法が施行され、いろいろな面で過渡期を迎え、非常に難しい時代に突入しているように思う。正直、調査業の将来性は不透明な部分が多く、探偵業法をはじめ個人情報保護法、戸籍法や住民基本台帳法、労働法など調査業の今後に関係する法律の運用や解釈にも判りにくいところがあり、協会活動を通して確りと勉強し、主張すべきは主張して行きたいと考えているが、元来ご気楽トンボの私のこと、余り難しい事は考えず、「満足大黒天の金運と成功をもたらす」というご利益を信じ、頑張っていきたいと思っております。

役に立つ法律問題（ケーススタディ)　　　　　　　　弁護士　小　山　　章　松

　弊社に１０年勤務しているＡ君が、今年の１０月に退社したいとの申し入れがありました。その際、未消化の年次有給休暇２０日間を退職時に取るとのことです。退職する従業員に有給休暇を与えなければならないのですか。

１．年次有給休暇制度は、労働者の健康で文化的な生活の実現を資するために、労働者に休日（日曜日、祭日）のほかに毎年一定日数の休暇を有給で保障する制度です。わが国も、労働基準法第３９条で規定しています。

　（１）有給休暇が保障されるのは、①，②の要件を充たした労働者です。

　　　①　雇い入れの日から起算して、６ヶ月継続して勤務した者

　　　②　全労働日の８割以上出勤した者

　（２）与えなければならない有給休暇の日数は、１年間に最低１０日間～最大２０日間（平成１０年改正）です。

　　　　６ケ月～１年５ケ月迄　　　　　　　１０日間

　　　　１年６ケ月～　　　　　　　　　　　１１日間

　　　　２年６ケ月～　　　　　　　　　　　１３日間

　　　　３年６ケ月～　　　　　　　　　　　１５日間

　　　　４年６ケ月～　　　　　　　　　　　１７日間

　　　　５年６ケ月～　　　　　　　　　　　１９日間

　　　　６年６ケ月～　　　　　　　　　　　２０日間

　　従って、６年６ケ月以上勤務している労働者は、年間２０日間の有給休暇があります。

　　※　しかしわが国の労働環境では､同僚・上司に迷惑がかかるので、なかなか自分の思いどおりには年次有給休暇を取ることができないと思います。

（3）年休権を取得した労働者は、具体的に何時、年休を取るかの時季指定権を有します（３９条４項）。

（4）使用者が有する時季変更権

　①　労働者が具体的な時期指定をした場合、使用者が指定された年休日には正常な運営を妨げる事由が存在する場合には、時季変更権を行使できます。この場合、使用者は代わりの年休日を労働者に提案する必要はありません。時季変更権の行使には、「他の時季にこれ（年休）を与える」可能性の存在が前提となります。

　②　「事業の正常な運営を妨げる事由」とはどんな場合か

　　　（ｧ）当該労働者の年休取得日の労働が、その者の担当業務を含む、相当な単位の業務の運営にとって不可欠であり、

　　　（ｨ）代替要員を確保するのが困難であることです。

Ｓ６２年　法改正

　　労使協定（３９　⑤）

　　年休の計画的付与についての労使協定（５目間の年休を留保、５日を超える年休日についての計画化）をすることができます。したがって、協定によって夏に休暇を年次有給休暇にすることは可能です。しかし、有給休暇が２０日あるとすれば、そのうちの５日間は一切労働者は協定に拘束されません。

年休自由利用の原則

　　年次休暇の利用目的は、労基法の関知しないところです。

　　休暇をどのように利用するかは、使用者の干渉を許されない労働者の自由です。すなわち、病気で休暇を取ろうが、旅行で休暇を取ろうが、使用者は干渉することができません。

　２．質問の事例の場合

　　(１)　退職する従業員にも未消化の有給休暇を取る権利がありますから、使用者は拒否することはできません。拒否することができないという事は、休暇の間も給料を支払わなければならないという事です。
（２）使用者ができる事は、時季変更権を使用できるかどうかですが、すでにＡ君は退職時期を１０月と決めているので、他の時季に年休を与える可能性がありませんので、時季変更権を行使することは難しいと考えます。

会員コーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　

　事実と虚構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社アイアイサービス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　伊藤　寿彦

　私たち調査の役目は『事実の解明』以外にありません。調査を進めるなか、ときには意外な事実が明らかにされ、劇的な解決になる例があります。しかし、プライバシーのことを考えると、これをネタに本を書くことは難しい時代になっています。

　人は「事実は小説よりも奇なり」といい、かたや、「小説とは花も実もある嘘八百だ」と言った作家がいます。虚構の物語であっても「花も実もある」としたところに作家としての自負が見えます。

　実のところ、つまらない現実の話よりは、虚構のほうがはるかに面白い。いや、実に面白い。

小説や芝居（映画）では、同じ内容のものが繰り返し読まれたり、上演されたりしても、なお、人びとを感動させる力があります。

　これらを考えると、事実には事実としての力がありながら、それを表現する方法が難しいのかもしれません。
　写真家のロバート・キャパがスペイン戦争のさなかに撮った写真『崩れ落ちる兵士』は報道写真家として彼を一躍有名にしました。写真にあるのは、荒野の傾斜面で一人の兵士が銃弾で斃れる一瞬の姿ですが、そこから人びとは『戦争とは何か』という意味性を痛烈に見出すことになり、一兵士の死に遭遇した写真家が表現したものが、戦争という人類の愚行を鋭く批判する普遍性を持っています。

　写真は事実に基づいていますが、事象は時間の経過で変化しています。時計の針を一瞬止めて写真という平面に対象を切り取った映像は静止しており、そこに一瞬の爆発力が生まれます。写真が事実に基づく創作とされるゆえんです。

　この写真と共通する反戦映画の傑作『西部戦線異常なし』は、第一次大戦を舞台に、珍しく砲弾が途絶えているつかの間のなか、塹壕で銃を構えていた若い兵士が目前の蝶

を捕らえようと身を乗り出したとき、一発の銃弾に狙撃されて命を失う場面を思い出させます。

　作家というものは、しばしば事件や歴史を舞台に、自己の創作意欲を掻きたてられます。事件とはいえないまでも、自己がそれまで経験したことの積み重ねが作品に投影され、おのずと事実と虚構との境界線が曖昧になってきます。

　世間で名の知れた成功者で文章力さえあれば自伝を書いてみたくなります。あの『ウォーターゲート事件』を報道して大統領を辞任に追い込んだワシントンの新聞社の女性社主キャサリン・グラハムが書いた自伝『わが人生』には、ときの権力者から受けた圧力に押しつぶされそうになりながら、若い二人の記者を励まして報道の使命を守るくだりは、優れた小説に劣らない迫力に満ちています。

　後年、その彼女が所有する週刊誌『ニューズウイーク』がクリントン大統領の不倫を報道したとき、ウォーターゲートの実績を知る人には「彼女が報道するのなら事実であろう」と思わせるに充分でした。　後日、大統領自身が事実として認め、アメリカの報道精神の健全さを示したのです。

　一方、虚構の見事さでいえば日本の人形浄瑠璃があります。物語は脚色され人形を人物に見立て、人が操って芝居をさせる。これを絵空事でありながら、迫真のドラマとして見る側を感動させる。これはもう表現力、つまるところ芸の力です。

この芸の力は見る側の想像力に依存しています。つまり、見る側に人形をヒトに見立てる（想像する）という働きがあるからです。人形を人形として見ていたなら感動はありません。

　これはヒトにだけ与えられた高度で複雑な脳の働きによる仕業で、ほかの動物に真似のできない才能です。

たとえば、恋の季節を迎えたオス猫の目前に官能的で美形なメス猫の実物大のカラー写真を見せても、オス猫はまったく関心を示しません。猫にとつて写真はただの写真でしかなく、猫にはイメージを形成する想像力がないのです。　

私たち調査の世界で報告書に脚色を加えることはタブーですが、芸術という世界は豊な想像力と表現力によって感動を与えてくれます。

これこそ「花も実もある嘘八百」の世界であり、事実とは別な虚構の面白さです。


倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
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